
「化粧のちから」で広げる
横浜市の介護予防

資生堂ジャパン株式会社と介護予防に関する連携協定を締結
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横浜市では要介護状態の方が2020年から2040年までに

約1.5倍に増加することが予想される中、

さらに、フレイル状態にある高齢者の割合がコロナ禍で1.3倍に

資料：横浜市健康とくらしの調査（2019年度、2022年度）

高齢期に、からだとこころの機能が低下し、

将来、介護が必要になる危険性が

高まっている状態

早期に介護予防に取り組むことで、

状態の維持・改善が期待できる

フレイルとは

1

背景

フレイル状態にある高齢者の割合（％）

2019年度 2022年度

13.4％

17.0％
1.3倍



「いきいき美容教室」の実施
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①ストレッチ
香りを嗅ぎ、
ハンドケアから
身体をほぐし
循環を高める

②スキンケア
唾液腺を刺激する
スキンケアを実演

③メイクアップ
ご高齢の方でも、
簡単に続けられる
メイクを実践

スキンケアやメイクなどの

お化粧をすることを通じて

心身機能や生活の質の維持・向上

を図り、

健康寿命の延伸を目指す

（７年度は各区で計60回開催予定）

資生堂ジャパン株式会社と連携した
新しい視点からの介護予防アプローチ



「いきいき美容教室」の効果 社会参加の促進

※ 河合ら 化粧ケアが地域在住高齢者の主観的健康感へ及ぼす効果―傾向スコア法による検証―
日本老年医学会雑誌 53 (2) 123-132, 2016 をもとに作成

化粧ケアを実施したグループ（介入群）に、

冬場にかけての外出機会の減少を抑制する効果

１日１回以上外出する人の割合（調査時期：2015年10～12月）
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事前（10月） 事後（12月※３か月後）

減少を抑制

大幅に減少

対照群
（180人）

介入群
（90人）

83.3％

40.6％

3



4

OUR MISSION is
BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD

美のちからでよりよい世界を

美しく健やかな社会と地球が持続していくことに貢献する

資⽣堂ライフクオリティービューティー活動

すべての⽅に、
「化粧のちから」を通じて、

健やかで美しい⽣活を
提供します

「化粧のちから」を通じて、
性別や国籍などにかかわらず
すべての⽅が平等に社会で
活躍する機会を⽀援します

「化粧のちから」を通じて、地域コミュ
ニティの活性化をめざし

誰もが安⼼して住み続けられる
まちづくりに貢献します

「化粧のちから」を通じて、ローカルSDGsの実⾏、地域コミュニティの活性化をめざす
あらゆる⽣活者の「⾃分らしい⽣活」の実現に向けて取り組む
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「いきいき美容教室」紹介動画
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資生堂ジャパン株式会社とともに
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横浜市が目指す「ポジティブ エイジング」と

資生堂ジャパン株式会社が目指す「美のちからでよりよい世界を」

という思いをひとつにし、

誰もが、いつまでも、
どんなときも自分らしくいられるヨコハマ
をつくりあげていきます。


